








低酸素症は,新生児及び胎児の重要な問題である。胎児期には生理的に低酸素環境にあるた

めに低酸素症を発生しやすく,新生児期にもガス交換の不十分な病態がしばしばみられ,さ

らに,低酸素症は胎児新生児に色々の機能的あるいは器質的な障害をきたしやすいので,低

酸素症の病態や病理を検討するとともに,その発生に対する対策,低酸素症の予防あるいは

治療を完成させることは,生涯を通じての障害を防ぐために甚だ重要であり,本研究班は,

これらの問題に現時点において答え,方策を樹立することを目的としている｡ 


